
今月のテーマ  最終処分場の今後について

市長が自ら、市政運営の方針を分りやすく
お伝えします。　　問秘書課 ☎ 36-7117市政羅

ら し ん ば ん

針盤
　

　今月は、今年 3 月末日をもって処理灰の搬入を取りや
めることになった最終処分場（初倉）について、これま
での経緯をご説明いたします。

　島田市が静岡県知事の支援要請を受け、東日本大震
災で生じた岩手県山田町の災害廃棄物（木材チップ）を
率先して受け入れたのは平成 24 年 2 月15 日でした。こ
の件で、最終処分場の一部地権者から訴えられていた

「土地明渡等請求事件」の判決が下りたのは平成 27 年
7 月 31日です（判決は市側の敗訴）。市は円満解決のた
め控訴をしないこととし、原告地権者の皆さまと協議す
ることにしました。

　市といたしましては、市民生活を第一に考え、少しで
も長く最終処分場を継続使用できるよう、判決後も、
誠心誠意、地権者の要望を聞きながら交渉に当たって
まいりました。具体的には、処分場を掘り起こして、放
射線量を再度測定しましたが、その数値は島田市内から
出る一般家庭ごみと同程度でありました。地権者の要望
に応じて、同処理灰を埋めた場所を特殊なシート（ゼオ
ライトシート）で覆う
こともしました。そう
した調査・説明・工
事など、さまざまな
対応をした結果、多
くの地権者の同意を
得られたものの、判
決どおりに土地の返

還を求める地権者
もいらっしゃいまし
た。地権者全員の
承 諾 が な け れ ば、
平 成 29 年 3 月 31
日で切れる静岡県
の許認可の更新（継
続申請）ができな
いことから、県へ届
け出ている同処分
場の廃棄物埋立終
了期限である同日を
もって、搬入を断念
することとしました。

　新しい最終処分場建設については、平成 26 年度か
ら調査を開始しましたが、現在のところ適地は見当たら
ず、当面の間は、外部委託を行うのが妥当であるという
結論に至りました。外部委託は、現状では、自前で最
終処分場を建設する費用に比べ低コストです。周辺の藤
枝・焼津・牧之原市、吉田町も外部委託を実施しています。
長期的には、自前で持つ有用性もあることから、引き続
き並行して新最終処分場の候補地について調査・研究
してまいります。

　結びに、昭和 50 年代からこの土地を使用させていた
だいた地権者の皆さま、そして、地元の皆さまに心より
感謝申し上げ、報告とさせていただきます。

ゼオライトシートで処理灰を覆う
工事を実施（H27.12）
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島田市最終処分場（H28.10）
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